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（2026 年 11 月 22 日） 
 

2026 年度（NPO 第 24 期）日本栄養改善学会近畿支部評議員会 
 
 

議題 
1. 2025 年度（NPO 第 23 期）事業報告及び収支決算報告並びに監査報告 （2〜6 頁） 
2. 2026 年度（NPO 第 24 期）事業計画（案）及び収支予算（案）（7〜8 頁） 
3. 2026・2027 年度日本栄養改善学会近畿支部評議員名簿（9 頁） 
4. 次期支部長および監事の推薦委員会の立ち上げについて（10 頁） 
5. 第 26 回（2027 年度）支部会学術総会開催について（11 頁） 
 
報告 
1. 第 75 回（2028 年度）日本栄養改善学会学術総会について（12 頁） 
2. NPO 第 24 期 理事会支部長合同会議について 
3. 支部会学術総会開催状況について（13 頁） 
4. 第 71 回（2024 年度）日本栄養改善学会学術総会の余剰金について（14 頁） 
5. 日本栄養改善学会近畿支部会総会の案内方法について
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議題 1 2025 年度事業報告及び収支決算報告並びに監査報告 
 
2025 年度（NPO 第 23 期）日本栄養改善学会近畿支部会事業報告 
1.  第 24 回日本栄養改善学会近畿支部会学術総会 
   開催日時 2025 年 11 月 22 日（土） 

開催場所 兵庫県立大学姫路環境人間キャンパス 
学術総会会長 永井 成美（兵庫県立大学 環境人間学部） 
参加者数 112 名 
若手発表 18 題、一般発表 12 題 
 

2.  2025 年度（NPO 第 23 期）市民公開講座について 
   開催日時 2025 年 11 月 22 日（土） 

開催場所 兵庫県立大学姫路環境人間キャンパス 
演題 腸内環境の理解と健康社会実現に向けた新展開 
講師 国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所 副所長 國澤純 
参加者数 146 名 

 
3.  2025 年度（NPO 第 23 期）日本栄養改善学会近畿支部会総会 

第 24 回日本栄養改善学会近畿支部会学術総会中に対面で開催（2025 年 11 月 22
日） 
出席者 21 名 
 

4.  近畿支部会実践栄養学研究セミナーについて 
日時および開催方法 
（1）2025 年 11 月 22 日（土）14:00～15:00 

兵庫県立大学姫路環境人間キャンパス S203 室 
「人を対象とする医学系研究計画書作成の要点概説」 
講師：滋賀医科大学 倉田 真由美 先生 
※講師都合により開講に至らなかった 

（2）2025 年 12 月 6 日（土）～2026 年 1 月 31 日（土） 
（期間中に 2 回、Zoom で実施。各 1 回 3 時間程度） 

（3）2025 年 3 月 21 日（土）13:00～16:00 
参加者からの発表（作成した研究計画書の紹介） 

※（2）（3）は参加希望者が 0 名であったため不開催 
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5.  第 16 回栄養学を志す若手のためのフォーラムについて 
   （主催：日本栄養・食糧学会近畿支部会、共催：日本栄養改善学会近畿支部会） 
    開催日時 2025 年 11 月 8 日（土）11:00～12:20 
   開催場所 帝塚山学院大学 S 会場 
   テーマ  「学生時代に学んだ栄養学が社会でどのように活かされているか」 
   対象    栄養改善学会会員もしくは栄養・食糧学会会員（学生・若手研究者・ 

企業研究者） 
参加費  無料 
登壇者    齋藤 勝義 氏（花王株式会社） 

泰松 暁 氏（サントリーウエルネス株式会社） 
藤川 哲兵 氏（テキサス大学） 

   参加者数  70 名 
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2025年度（NPO第 23 期）日本栄養改善学会近畿支部会収支決算報告 

 

  

  自　2025 年 8 月  1 日
至　2026 年 7 月 31 日

収入の部 （単位：円）

予算額 決算額

2024年度繰越金 3,142,599 2,976,949 普通預金　2,976,949円

活動費収入（学会本部） 321,350 261,350 特定非営利活動法人日本栄養改善学会本部

　基本活動費 261,350円

事業収入 25,000 649,394 第24回近畿支部会学術総会事業収入(兵庫県立大学） 649,394円

支部学術総会参加費　220,000円

意見交流会参加費　149,000円

近畿支部助成金 　200,000円

協賛金 　80,000円

利息　394円

その他の収入 20 9,118 普通預金利息 9,118円

3,488,969 3,896,811

支出の部 （単位：円）

予算額 決算額

事業費 260,000 823,028 学術総会事業費（第24回近畿支部会学術総会開催費） 438,447円

  学術総会開催助成費(第25回 摂南大学)　 200,000円

ホームページ管理・運営支払い　 131,881円

総会連絡用はがき　 52,700円

管理費 255,000 33,935 振込料２件　 1,540円

事務用品（トナーカートリッジ，クリアポケット） 32,395円

予備費 100,000

次年度繰越金 2,873,969 3,039,848

3,488,969 3,896,811

【定期預金口座】

年度 日　　付 残　高(円)

2025 2025/10/15 1,000,874

合　　　　計

備　　　考

  　近畿支部会運営基金（スーパー6カ月定期/継続）

2025年度 (NPO第23期)日本栄養改善学会近畿支部会決算書　

項　　　　目 内　　　　訳

合　　　　計

項　　　　目 内　　　　訳
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2025年度（NPO第 23 期）日本栄養改善学会近畿支部会監査報告 
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議題 2 2026 年度（NPO 第 24 期）事業計画（案）及び収支予算（案） 
 
2026 年度（NPO 第 24 期）事業計画（案）  
1. 第 25 回日本栄養改善学会近畿支部会学術総会及び総会の開催 

開催日 2026 年 12 月 13 日（日）  
会場  摂南大学枚方キャンパス 8 号館 
会長  黒川 通典 （摂南大学 農学部） 
共催    摂南大学農学部先端アグリ研究所 
後援 公益社団法人 大阪府栄養士会 

 
2. 2026 年度 市民公開講座 

開催日 2026 年 12 月 13 日（日）  
会場  摂南大学枚方キャンパス 8 号館 
講師 山本 陵平 氏（大阪大学キャンパスライフ健康支援・相談センター 保健管理部門 教授）タイ

トル スマホアプリで健康づくり 
 

3.  第 17 回栄養学を志す若手のためのフォーラム 
（主催：日本栄養改善学会近畿支部会、共催：日本栄養・食糧学会近畿支部会） 

   開催日時 2026 年 10 月 24 日（土）10:00～12:20 
   開催場所 キャンパスプラザ京都(Zoom を用いたハイブリッド開催) 
   テーマ  「栄養学が関わる仕事を語ろう」 
   対象    栄養学に興味を持つ学生 

参加費  無料 
登壇者    青山 晋也 氏（サントリーグローバルイノベーションセンター株式会社） 

神原 真規子 氏（京都府中丹東保健所） 
吉谷 佳代 氏（パワーニュートリション） 
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2026 年度（NPO 第 24 期）日本栄養改善学会近畿支部会 収支予算（案） 
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議題 3 2026・2027 年度日本栄養改善学会近畿支部評議員名簿（2026 年 10 月現在）  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
支部会則に則りご退任される先生 田中惠子先生（京都文教短期大学） 
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議題 4 次期支部長および監事の推薦委員会の立ち上げについて 
 
本支部会は、次年度の支部長および監事の選任に向けて役員推薦委員会を設置する。正会員

（支部会役員を除く）から次期役員推薦委員を募集し、日本栄養改善学会ホームページを通じ

て立候補を受け付ける。 
 
今後の予定（案） 

● 支部評議員会および支部会総会において、役員推薦委員の選出について周知する。 
● 近畿支部会ホームページにて募集案内を掲載する。 
● 支部会役員を除く正会員を対象とし、役員推薦委員立候補届の提出を受け付ける。 
● 立候補締切：2027 年 6 月 30 日（案） 
● 立候補届は近畿支部会ホームページより提出するものとする。 

 
参考：会則および申し合わせ 
会則（役員の選任） 
第 7 条第 2 項 
支部長および監事は支部正会員（以下正会員）の中から、役員推薦委員会の推薦に基づいて選出し、支部

評議員会の議を経て、支部会総会において承認を得る。役員推薦委員会については別に定める。 
 
申し合わせ 
第 7 条第 2 項の役員推薦委員会委員の選出は次のとおりとする。 
（1）支部評議員からの選出 
各府県の支部評議員から 1 名を選出する。立候補を優先し、立候補がない場合は当該府県の支部評議員の

中から支部長が指名する。複数の立候補があった場合は、当該府県の支部評議員による選挙により 1 名を

決定する。 
 
（2）正会員からの選出 
正会員（支部会役員の職にある者を除く）から 2 名を選出する。特定非営利活動法人日本栄養改善学会ホ

ームページを通じて募集を行い、立候補によるものとする。定員を超える立候補がある場合には抽選によ

って決定する。立候補がない場合は、（1）による委員のみとする。 
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議題 5 第 26 回（2027 年度）支部会学術総会開催について 
 
支部会学術総会会長 新宅 賀洋 先生 
開催日      2028 年 3 月 11 日（土） 
開催場所     帝塚山大学 
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報告 1 第 75 回（2028 年度）日本栄養改善学会学術総会について 
 
学術総会会長：小切間 美保 氏（同志社女子大学 教授） 
担当支部会：近畿支部会 
開催候補地：京都 
開催候補日程：2028 年 9 月 1 日、2 日、3 日 
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報告 3 支部会学術総会開催状況について 
 
（資料）支部会学術総会の開催状況 
回 年度 場所 会場 日程 大会長（所属） 
 1 2002 兵庫 武庫川女子大学 2003/03/08 南部征喜（武庫川女子大学） 
 2 2003 大阪 大阪市立大学 2004/03/27 奥田豊子（大阪教育大学） 
 3 2004 京都 キャンパスプラザ京都 2005/03/19 中坊幸弘（京都府立大学） 
 4 2005 滋賀 滋賀県立県民交流センター 2006/03/11 早川史子（滋賀県立大学） 
 5 2006 奈良 畿央大学 2006/12/10 南幸（畿央大学） 
 6 2007 兵庫 西宮市民会館 2007/12/09 八木典子（甲子園大学） 
 7 2008 大阪 大阪樟蔭女子大学 2009/03/08 瓦家千代子（大阪樟蔭女子大学） 
 8 2009 京都 同志社女子大学 2009/12/13 小松龍史（同志社女子大学） 

 9 2010 滋賀 滋賀県立大学 2010/12/12 福井富穂（滋賀県立大学） 
10 2011 奈良 奈良女子大学 2011/12/11 塚本幾代（奈良女子大学） 
11 2012 兵庫 武庫川女子大学 2012/12/02 高橋享子（武庫川女子大学） 
12 2013 大阪 千里金蘭大学 2013/12/08 幸林友男（千里金蘭大学） 
13 2014 京都 京都女子大学 2014/12/07 宮崎由子（京都女子大学） 
14 2015 奈良 帝塚山大学 2015/12/06 岡崎眞（畿央大学） 
15 2016 兵庫 神戸学院大学 2016/12/18 池田清和（神戸学院大学） 
16 2017 大阪 大阪青山大学 2017/11/19 東根裕子（大阪青山大学） 
17 2018 京都 京都光華女子大学 2019/03/10 桑島千栄（京都光華女子大学） 
18 2019 奈良 近畿大学 2020/03/15 木戸慎介（近畿大学） 

19 2020 兵庫 
園田学園女子大学（Web 開

催） 
2021/03/07-13 三浦加代子（園田学園女子大学） 

20 2021 大阪 羽衣国際大学（Web 開催） 2021/12/12-18 石川英子（羽衣国際大学） 

21 2022 
京都 
滋賀 

龍谷大学（ハイブリッド開

催） 
2023/03/12 中村富予（龍谷大学） 

22 2023 奈良 奈良女子大学 2023/12/09 菊﨑泰枝（奈良女子大学） 
23 2024  近畿支部会総会のみ開催＊   
24 2025 兵庫 兵庫県立大学 2025/11/22 永井成美（兵庫県立大学） 

25 2026 大阪 摂南大学 2026/12/13 黒川通典（摂南大学） 

26 2027 奈良    

27 2028  近畿支部会総会のみ開催   

28 2029 京都    

（参考）2022 年度日本栄養改善学会近畿支部会総会資料（議事 4） 2024 年度以降の近畿支部会学術総

会の担当順序について 兵庫県、大阪府、京都府、滋賀県・奈良県・和歌山県（3 県合同）  
＊第 71 回日本栄養改善学会学術総会（2024/9/6-9/8、由田克士大会長、大阪公立大学）を実施したため 

支部会総会のみ開催 
第 75 回日本栄養改善学会学術総会は近畿支部会担当のため支部会総会のみ開催 
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報告 4 第 71 回（2024 年度）日本栄養改善学会学術総会の余剰金について 
 
塚原理事長からの説明 
75 周年記念基金（約 1,500 万円）として、2029 年に事業実施するための基金を設立し、

一部の会員への還元ではなく、全国の会員に広く還元したいと考えている。基金使用の目

的は、会員を増やすこと（会員を減らさないこと）とする。75 周年の年には、特別に、本

基金使途の規約を作り、支部ごとに大きな会を開催したらどうかと考えている。各支部で

方針を検討して欲しいとの説明があった。 


